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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、貸倒引当金の戻入

益がなくなったことや貸出金利息及び有価証券利息配当金が減少したことなどから、前年同期

比17億71百万円減少し315億26百万円となりました。また、経常費用は与信関係費用が増加し

たことなどから、前年同期比20億93百万円増加し282億64百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比38億65百万円減少し32億61百万円となり、親会社株主に帰

属する四半期純利益は前年同期比14億76百万円減少し23億72百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比

1,166億円増加し2兆7,898億円、純資産は前連結会計年度末比15億円減少し1,267億円となりま

した。 

主要勘定につきましては、貸出金は、事業性貸出金及び消費者ローンが順調に増加したこと

から、前連結会計年度末比360億円増加し1兆6,538億円となりました。譲渡性預金を含めた預金

等については、個人預金が順調に推移したことから、前連結会計年度末比834億円増加し2兆

4,075億円となりました。また、有価証券は、前連結会計年度末比76億円増加し6,168億円とな

りました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

2019年3月期の連結業績予想につきましては、2018年10月24日公表の予想数値から変更はあり

ません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の処理 

連結子会社の税金費用は、当第３四半期累計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

ることにより算定しております。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報

（１） 2019年3月期第3四半期　損益の状況（単体）

○

○

○

(単位：百万円)

（注） １.記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２.コア業務純益 ＝ 業務純益(一般貸倒引当金繰入額) － 債券関係損益

3,800     

3,200     

56 △ 21     △ 77     

2,570     - △ 2,570  

6,950     2,639     △ 4,311  

2,937     537       △ 2,400  

4,013     2,102     △ 1,911  

2019年3月期

（12か月間）

1,130     922       △ 207    

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

税 金

コ ア 業 務 純 益 （ 注 2 ）

第3四半期

（9か月間）

第3四半期

（9か月間）

△ 782    

（Ｂ)－(Ａ）

2,994     

27,807    25,041    △ 2,765  

19,887    

32,600    

△ 543    

△ 731    

通期業績予想

8,235     8,268     32 

6,949     6,393     △ 555    

経 常 収 益

前年同期比

894       95 △ 798    

資 金 利 益

1,796     1,920     123       

業 務 粗 利 益

17,195    16,357    △ 838    

（ う ち 債 券 関 係 損 益 ）

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

2018年3月期 2019年3月期

（Ａ） （Ｂ）

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

人 件 費

物 件 費

△ 238    2,755     

- 192       192       

2,789     3,571     

15,584    

33 

△ 1,513  18,373    

16,315    

577       

② う ち 不 良 債 権 処 理 額

業 務 純 益

臨 時 損 益

1,261     

△ 3,258  

1,444     

63 

183       

3,322     

3,571     2,597     △ 974    

( 貸 倒 償 却 引 当 費 用 ① ＋ ② )

③ う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

564       736       172       

特 別 損 益

④ う ち 償 却 債 権 取 立 益

⑤うち偶発損失引当金戻入益

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

△ 11     

95 356       261       

経 常 利 益

う ち 株 式 等 関 係 損 益

6,894     2,660     △ 4,233  

1,636     183       1,453     

24 13 

税 引 前 四 半 期 純 利 益

与信関係費用①＋②－③－④－⑤ 3,863     886       

当第3四半期のコア業務純益は、経費が減少したものの、資金利益の減少等により、前年同
期比2億38百万円減少し、27億55百万円となりました。

経常利益は、与信関係費用が増加したことを主因に、前年同期比42億33百万円減少して、26
億60百万円となりました。

上記の結果、四半期純利益は21億2百万円となりました。

法 人 税 等 合 計

△ 2,976  
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（２）金融再生法開示債権　(単体)

○ 金融再生法開示債権は、2018年9月末比6億円減少して261億円となりました。

また、総与信に占める割合は、2018年9月末比0.05ポイント改善して1.55%となりました。

(単位：億円)

（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

（３）時価のある有価証券の評価差額（単体）

○

評価差額　(単体) (単位：億円)

(注) 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

（４）自己資本比率（国内基準）

○

45 9 

△ 15     △ 13     

時価のある有価証券の評価差額は、2018年9月末比54億円減少して143億円の評価差額となり
ました。

2018年12月末の自己資本比率（国内基準）については現在算出中であり、確定次第、別途開
示する予定であります。

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

143       △ 54     

1.60%     

2018 年 9 月 末 2018 年 12 月 末

（Ａ）

36 

増減

△ 50     

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

合　　　　　計 △ 6      

2018 年 9 月 末 2018 年 12 月 末

（Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

267       

株 式

債 券

そ の 他

総 与 信 に 占 め る 割 合

△ 1      

△ 0.05%  

有 価 証 券 計 197       

162       

1 

△ 2      

△ 4      

1.55%     

261       

4 

57 

207       204       

52 

2 

112       
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（５）預金、貸出金等の状況　(単体)

○

○

○

（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

①預金等・貸出金の残高 (末残) (単位：億円)

②個人・法人別預金残高 (末残) (単位：億円)

③預り資産残高 (末残)　 (単位：億円)

④消費者ローン残高 (末残)　 (単位：億円)

⑤中小企業等貸出金残高 (末残)・比率　 (単位：億円)

以　　上

中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

中 小 企 業 等 貸 出 金 残 高

2018 年 9 月 末 2018 年 12 月 末

145 

5,117 

4,840 

277 

10,178      

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

消 費 者 ロ ー ン 残 高

住 宅 ロ ー ン 残 高

そ の 他 ロ ー ン 残 高

44 

41 

3 

2018 年 9 月 末 2018 年 12 月 末 増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

2018 年 9 月 末 2018 年 12 月 末

2018 年 9 月 末 2018 年 12 月 末 増減

（Ａ）

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

預金と譲渡性預金の合計額は、個人預金が順調に増加したことから、2018年9月末比516億円増
加し、2兆4,175億円となりました。

969 

△ 38 

326 

226 

290 

（Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

2018 年 9 月 末 2018 年 12 月 末 増減

（Ａ） （Ｂ）

個 人

法 人

貸出金は、事業性貸出金及び消費者ローンが順調に増加したことから、2018年9月末比66億円
増加し、1兆6,650億円となりました。

預り資産につきましては、公共債（国債等）は2018年9月末比4億円減少して326億円、投資信
託は2018年9月末比38億円減少して541億円、個人年金保険は2018年9月末比5億円減少して969
億円となりました。

譲 渡 性 預 金

預 金 ＋ 譲 渡 性 預 金

個 人 年 金 保 険 △ 5 

投 資 信 託

公 共 債 ( 国 債 等 )

（Ｂ)－(Ａ）

541 

24,175      

16,650      

22,776      

15,743      

516 

預 金

預 金 合 計

貸 出 金 66 

226 

285 

△ 59 

△ 4 

61.13%      0.64% 

22,550      

1,108 

23,659      

16,583      

22,550      

15,457      

7,092 

330 

579 

975 

5,073 

4,798 

274 

10,033      

60.49%      

22,776      

1,398 

7,033 
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